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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

３
月
15
日
（
日
）
午
前
８
時
〜
午
後
１
時

集
合
時
間　

午
前
８
時
現
地
集
合　
　

定
員  

20
人
（
先
着
）

場
所　

 

兵
庫
県
三
田
市
小
柿
渓
谷
（
大
阪
か
ら
車
で
約
70

分
）　

会
費　

 

会
員
、
家
族
・
ス
タ
ッ
フ
一
人
４
千
円
（
貸
竿
、
エ

サ
付
き
）

※
詳
細
は
、
お
申
込
み
後
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

北
大
阪
地
区

ほ
の
ぼ
の
あ
ま
ご
釣
り
大
会

日
時　

３
月
21
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜

会
場　

Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
２
Ｆ
会
議
室　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

佐
々
木
昇
氏
（
尼
崎
中
央
病
院
口
腔
外
科
部
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

北
河
内
地
区
総
会
・
記
念
講
演

口
腔
外
科
シ
リ
ー
ズ　

出
血
と
止
血

日
時　

３
月
28
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜

会
場　

 

サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺
（
Ｊ
Ｒ
阪
和
線
「
堺
市
」
駅
下
車

徒
歩
３
分
）　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

濱
田
傑
氏
（
近
畿
大
学
医
学
部
附
属
病
院
歯
科
口
腔

外
科
教
授
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
総
会
・
記
念
講
演

顎
関
節
症
治
療
の
実
際（
仮
題
）

日
時　

３
月
１
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

木
ノ
本
喜
史
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
部
臨
床
教
授
・
吹

田
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

大
阪
市
西
部
・
南
部
地
区
総
会
・
記
念
講
演

歯
内
療
法
成
功
の
鍵
・
パ
ー
ト
６
―
長
引
く
痛
み
と

治
ら
な
い
根
尖
病
変
に
対
す
る
傾
向
と
対
策
―

日
時　

３
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

今
井
守
夫
氏
（
千
葉
県
東
金
市
開
業
）　

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

３
月
度
生
涯
研
修

保
険
診
療
で
も
作
製
で
き
る
り
ん
ご
丸
か
じ
り
を
可

能
に
す
る
総
義
歯
―
今
井
式
す
っ
ぽ
ん
デ
ン
チ
ャ
ー

日
時　

３
月
７
日
（
土
）
午
後
６
時
45
分
〜
９
時

会
場　

 

千
里
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
６
階
６
０

２
号
室
（「
千
里
中
央
」
駅
北
出
口
か
ら
す
ぐ
）

講
師　

 

石
橋
美
樹
氏
（
吹
田
徳
洲
会
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部

長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

50
人

北
大
阪
地
区
総
会
・
記
念
講
演

周
術
期
口
腔
機
能
管
理
に
役
立
つ
が
ん
の
知
識
―
患
者

さ
ん
に
寄
り
添
っ
た
ベ
ス
ト
サ
ポ
ー
テ
ィ
ブ
ケ
ア
へ

宣
伝
す
る
中
村
理
事　

＝
９
日
、
南
海
金
剛
駅

「
都
」
構
想
反
対
を
宣
伝
す
る
参
加
者

＝
13
日
、
大
阪
市
役
所
前　
　
　
　

歯
科
医
院
譲
渡

【
所
在
地
】
高
槻
市
大
畑
町

１
‐
３
第
一
高
交
ビ
ル
２
Ｆ

Ｊ
Ｒ
摂
津
富
田
駅
前
北
側

【
設
備
等
】
チ
ェ
ア
２
台

（
３
台
ま
で
可
）、
パ
ノ
ラ

マ
デ
ン
タ
ル
、
23
坪

【
金
額
】
無
料

【
そ
の
他
】
加
齢
に
よ
り
６

月
末
閉
院
予
定

【
連
絡
先
】
赤
尾
歯
科
医
院

℡
０
７
２
‐
６
９
３
‐
６
４

０
０　

⒜
０
７
２
‐
６
９
２

‐
７
５
６
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

条
件
な
ど
の
交
渉
は
当
事

者
間
で
お
願
い
し
ま
す
。

中小企業を重視した稲畑。現代の
大企業の下請けいじめをどう思う
のだろう　　　　　　　　　　　

　

日
本
で
一
番
多
い
銅
像
に

な
っ
て
い
る
人
物
は
誰
だ
ろ

う
か
と
言
い
あ
っ
た
こ
と
が

あ
る
。

　

戦
前
生
ま
れ
の
人
は
二
宮

尊
徳
を
挙
げ
た
。
異
存
は
な

い
。
次
は
誰
だ
ろ
う
。
松
尾

芭
蕉
で
は
な
か
ろ
う
か
と
は

私
の
意
見
。

　

福
沢
諭
吉
の
銅
像
は
紙
幣

の
モ
デ
ル
に
さ
れ
て
誰
の
目

に
も
触
れ
る
。
レ
ー
ニ
ン
の

名
は
ま
だ
忘
れ
去
っ
て
い
な

い
が
、
同
じ
く
引
き
ず
り
潰

さ
れ
た
フ
セ
イ
ン
の
名
は
忘

た
正
面
玄
関
に
立
派
な
銅
像

が
三
つ
、
入
り
口
側
か
ら
初

代
会
頭
五
代
友
厚
、
七
代
土

居
道
夫
、
十
代
稲
畑
勝
太
郎

の
順
で
並
ん
で
い
る
。

　

私
事
な
が
ら
、
私
の
一
族

か
、
財
界
人
に
つ
い
て
は
そ

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
想
像
し

に
く
い
。

　

五
代
に
つ
い
て
は
「
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
２
３
６
」
で
私
的

な
印
象
か
ら
少
し
触
れ
た

の
悪
化
を
阻
止
せ
ね
ば
な
ら

な
い
」
と
い
う
記
述
も
あ

る
。

　

43
年
商
工
会
議
所
は
国
家

権
力
に
よ
り
解
散
さ
せ
ら
れ

た
。
46
年
、
社
団
法
人
と
し

て
復
活
し
た
。
会
頭
以
下
、

副
会
頭
４
人
、
常
議
員
４
人

で
執
行
部
を
形
成
し
て
活
動

し
て
い
た
。

　

戦
後
の
そ
の
メ
ン
バ
ー

は
、
大
阪
の
有
名
上
場
企
業

の
会
長
社
長
が
名
を
連
ね
て

い
る
。
そ
の
人
達
の
名
は
記

録
に
残
っ
て
い
る
が
、
銅
像

に
は
な
り
そ
う
に
な
い
。

 

（
新
聞
部
・
篠
部
正
夫
）

却
の
彼
方
に
消
え
去
り
そ
う

で
あ
る
。

　

協
同
組
合
ま
つ
り
会
場
の

南
隣
の
ビ
ル
は
大
阪
商
工
会

議
所
で
、
松
屋
町
筋
に
面
し

は
財
界
と
ほ
と
ん
ど
縁
が
な

い
。
一
人
く
ら
い
名
前
が
出

て
く
る
か
と
思
っ
て
資
料
を

漁
っ
て
も
そ
れ
ら
し
き
名
前

に
遭
遇
し
な
い
。
そ
の
せ
い

が
、
功
績
を
喧
伝
す
る
資
料

文
献
は
多
い
。

　

土
居
（
改
名
前
は
宇
和
島

藩
士
、
大
塚
彦
六
）
は
剣
術

か
ら
数
学
か
ら
俳
諧
に
い
た

る
多
才
さ
と
幕
末
か
ら
の
数

奇
な
運
命
か
ら
資
料
も
多
彩

で
あ
る
。

　

稲
畑
は
人
名
事
典
な
ど
に

あ
ま
り
載
る
こ
と
が
な
く
筆

者
の
知
り
及
ぶ
事
例
も
多
く

な
い
が
、
日
本
が
繁
栄
か
ら

軍
事
国
家
に
急
激
に
変
貌
し

つ
つ
あ
っ
た
１
９
２
２
年
か

ら
34
年
ま
で
会
頭
の
職
に
あ

っ
た
。
軍
事
統
制
が
強
ま
る

激
動
の
時
代
に
毅
然
と
し
て

立
ち
向
か
っ
た
稲
畑
の
風
貌

が
銅
像
か
ら
察
せ
ら
れ
る
。

稲
畑
は
在
職
中
に
独
立
自
営

の
中
小
企
業
を
重
視
し
て
、

統
制
を
強
め
る
国
家
に
抵
抗

し
た
よ
う
だ
。「
国
際
関
係

269

軍
事
統
制
に
抵
抗
し
た
財
界
人

松
屋
町
筋

松
屋
町
筋

く
が
大
阪
府
に
吸

い
上
げ
ら
れ
る
。

　

淀
屋
橋
を
行
き

交
う
市
民
ら
に

「
橋
下
氏
は
、
24

区
は
バ
ラ
色
に
な

る
と
言
っ
た
が
、

市
長
に
な
る
と
市

民
サ
ー
ビ
ス
を
バ

ッ
サ
リ
切
っ
た
」

「
二
重
行
政
の
解

消
ど
こ
ろ
か
、
市

民
生
活
を
圧
迫
す

る
だ
け
」「
一
度

大
阪
府
民
連
絡
会
と
大
阪
市

対
策
連
絡
会
が
主
催
し
た
。

　

５
月
の
住
民
投
票
で
問
わ

れ
る
の
は
、
大
阪
市
を
な
く

し
特
別
区
を
つ
く
る
こ
と
の

是
非
で
、
可
決
さ
れ
て
も

「
都
」
は
生
ま
れ
な
い
。
特

別
区
に
な
れ
ば
、
財
源
の
多

否
決
さ
れ
た
も
の
を
ヤ
ミ
取

引
で
中
身
を
変
え
ず
に
出
す

の
は
民
主
主
義
に
そ
む
く
暴

挙
」
と
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
ア

　

今
年
４
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
国
連
本
部
で
開
か
れ
る

「
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）

再
検
討
会
議
」
に
向
け
、

「
核
兵
器
全
面
禁
止
の
ア
ピ

ー
ル
署
名
」
を
広
げ
よ
う
と

９
日
、
協
会
の
非
核
・
平
和

担
当
の
中
村
新
太
郎
理
事
は

南
海
金
剛
駅
（
河
内
長
野

市
）
で
地
域
の
市
民
団
体
な

ど
と
街
頭
宣
伝
で
訴
え
た
。

　

粉
雪
が
舞
う
厳
し
い
冷
え

込
み
の
中
、
帰
宅
途
中
の
会

社
員
や
学
生
ら
が
署
名
に
協

力
し
た
。

　

マ
イ
ク
を
握
っ
た
中
村
理

事
は
「
核
兵
器
は
非
人
道
的

な
兵
器
。
医
療
人
と
し
て
命

を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
残
虐

兵
器
を
許
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
国
連
へ
核
兵
器
廃
絶
を

願
う
市
民
の
声
を
届
け
よ

う
」
と
訴
え
た
。

ピ
ー
ル
し
た
。

　

集
会
に
は
、
清
水
た
だ
し

衆
院
議
員
（
共
産
）、
北
山

良
三
大
阪
市
議
（
同
）
が
参

加
。
集
会
後
、「
都
構
想
は

い
ら
な
い
」
と
声
を
上
げ
な

が
ら
市
役
所
を
包
囲
す
る
よ

う
に
パ
レ
ー
ド
し
た
。

　

大
阪
市
を
解
体
し
、
生
活

予
算
を
切
り
縮
め
る
「
大
阪

都
」
構
想
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ

よ
う
と
、
市
議
会
開
会
日
の

13
日
、
市
役
所
前
で
街
頭
宣

伝
と
集
会
が
開
か
れ
２
０
０

人
が
参
加
し
た
。
市
民
団
体

や
労
働
組
合
な
ど
で
つ
く
る

大
阪
市
の
解
体
や
め
ろ

市
議
会
開
会
日
に
宣
伝
行
動

国連へ署名を届けよう

中村理事 核廃絶訴え街宣

関西アクション
　東日本大震災から４年を３日後
に控えた３月８日（日）、原発再
稼働ノーを訴える集会が開かれま
す。ぜひ、ご参加ください。

【日時】３月８日（日）13：10～
【会場】扇町公園

※ ステージ下手側の「大阪府歯科
保険医協会」の青いのぼりを目
印にお集まりください

さよなら原発

　

※
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議

　

核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
と
は
、
１
９
６
８
年
７
月
１

日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
核
兵
器
の
開
発
、
製
造
、
保
有
を
規

制
し
、
核
兵
器
保
有
国
の
増
加
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た

国
際
条
約
。
世
界
の
１
９
０
カ
国
が
締
結
（
非
締
結
国
は
、

イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル
）。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
５
年

ご
と
に
再
検
討
会
議
が
開
か
れ
て
見
直
さ
れ
、
次
回
は
２
０

１
５
年
４
月
27
日
〜
５
月
22
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本

部
で
開
催
さ
れ
る
。
再
検
討
会
議
に
あ
わ
せ
て
、
核
兵
器
廃

絶
を
求
め
る
署
名
の
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、
協
会
は
１
万

筆
署
名
を
目
標
に
会
員
に
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

２
月
15
日
付
３
面
物

件
案
内
の
記
事
に
つ

い
て
、
連
絡
先
を
℡
06
‐
６

７
９
７
‐
２
３
１
６
（
月
・

水
・
金
）、
携
帯
０
９
０
‐

６
０
６
５
‐
３
２
４
４
に
訂

正
し
ま
す
。

訂
正


